
学習サポート
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各種申込締切について
『試験・スクーリング情報ブック』にてご確認ください。
・学年暦→２０２２年度版・２０２３年度版ｐ．４～５

・通信教育部カレンダー

　（３月）→２０２２年度版ｐ．２８～２９　（４月・５月）→２０２３年度版ｐ．６～７

・演習・実習科目関連締切等

　社福→２０２２年度版ｐ．３５～３７　２０２３年度版→ｐ．２３～２５

　精保→２０２２年度版ｐ．３８～４０　２０２３年度版→ｐ．２６～２７

２０２３年４月以降の変更・留意点
●�『試験・スクーリング情報ブック２０２３の』ｐ．１８～２１に掲載しておりま

す。必ずご確認ください。

【主な変更点】

・�各種届出・申請用紙の一部様式が変更となります。基本的には新しい様

式にて届出・申請をお願いいたします。（新しい様式は通信教育部ホー

ムページよりダウンロードできます）

【再掲】対面による学習相談のご予約のお願い
　対面による学習相談は、ご相談内容により対応できる職員の調整の必要

などから事前のご予約をお願いしております。具体的な申込方法につきま

しては次ページの「新型コロナウイルス感染防止に関するお知らせ」の�

「◆対面での学習相談および自習室の仕様について」をご確認ください。
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【再掲】昨今の日本郵便の郵便事情について
　2021年10月より、日本郵便（郵便局）の普通扱いの郵送物サービスが土

曜日配達休止・お届け日数の繰り下げとなっております。この影響によ

り、普通扱いの郵便物の到着の遅延（３～７日）が確認されています。各

種提出物につきまして、ご提出の際はご注意ください。締切日まで余裕を

もってのご提出にご協力ください。

新型コロナウイルス感染防止に関するお知らせ
　３／２現在、４月中旬以降の会場スクーリングの開講予定は本冊子４部

をご参照ください。ただし、今後変更の可能性がございますので、最新情

報をホームページ（https://www.tfu.ac.jp/tushin/）にてご確認ください。

◆対面での学習相談および自習室の使用について
　現在、学習相談のみ申込を受け付けております。自習室再開の際は下記

にしたがってお申し込みください。

１）平日（水曜日のぞく）のみ利用可能となっております。日付は第２希

望までご記入ください。

２）｢利用申込書｣ を提出し、予約が必要です。

３）本学通信教育部HPからダウンロードした ｢利用申込書｣ を利用希望

日の１週間前までにメール添付で提出してください（提出先uc@tfu.

ac.jp）。

４）郵送で提出する場合は、巻末様式を使用し、利用希望日の１週間前ま

でにお申込みください（返送先住所を明記し定形封筒に８４円切手を貼付

した返信用封筒を同封）。

５）当日は学生証の提示が必須となります。
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６）学習相談は平日の下記①～⑤となり１日一人１回の利用となります。

　　午前（①１０：００～１０：３０、②１１：００～１１：３０）

　　午後（③１４：００～１４：３０、④１５：００～１５：３０、⑤１６：００～１６：３０）

７）学習相談は講義に準ずるため、録音・録画はご遠慮ください。

８）自習室（現在休止中）の利用可能時間は、平日（水曜日のぞく）の下

記①②となり１日一人１回の利用となります（入室制限: １回４名）。

なお、スクーリング開講日につきましては感染防止の観点から閉鎖させ

ていただき、使用できませんのでご注意ください。

　　①１０：００～１２：００（１２０分）　②１４：００～１６：００（１２０分）

【注意事項】
１）１回の学習相談は最長３０分以内、１回の自習室使用（現在休止中）は

最長１２０分以内となります。

２）入館は開始時間５分前からになります。開始時間に遅れないようにお

越しください。

３）各終了時間には退室していただきます。

４）入構時には、ご持参のマスク（不織布）着用および出入口での検温と

手指消毒にご協力ください。

５）発熱のある方（体温３７.５度以上）、体調不良の方は、入構をご遠慮い

ただきます。

６）疾患をお持ちの方やご高齢の方など感染により重症化しやすい方は、

メールや電話などでご相談いただき、自習室（現在休止中）のご使用は

自粛をお願いいたします。

◆事務室各対応時間
　〈電　話〉９：００～１７：００（水曜日を除く）

　〈メール〉９：００～１７：００
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◆ご協力のお願い
・�レポート、各種証明書の申込等は、郵送での提出にご協力ください。

・�制限下での入構が可能となりましたが、引き続き、電話･メール･郵送

でのご質問･ご相談にご協力ください。

注）�図書館（国見キャンパス）等については、本学図書館ホームページ

（https://www.tfu.ac.jp/libr/）でご確認ください。
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　ご卒業おめでとうございます。

　仕事を持ちながら、あるいは子育てや介護をしながら通信課程で学ぶに

は、強い意志と多くの努力が必要だったことでしょう。はたして私にはで

きるだろうかと自分に問うとき、皆さんのこれまでの努力に心より敬意を

表します。くわえて、皆さんを支えてこられたご家族やご友人、職場の

方々にも心よりお礼申し上げます。

　本学の教育の理念は「自利利他円満」です。これは自己の利益と他者の

利益が一致して、世の中が円満になるという意味で、「ともいき（共生）」

の思想といわれています。

　現在、私たちを取り巻く状況は、コロナウイルスの流行やロシアによる

ウクライナ侵攻という戦争を見るまでもなく、激しく変化し、様々な問題

を突きつけられています。このような状況でどのように自利利他円満を実

現すことができるでしょうか。なかなか答えを出すことはできません。し

かし、ここで考えることを止めてしまってはどうなるでしょう。このよう

な状況でいかに共生の社会を作るか、常に考え続けなくてはならないと思

います。

　考えることは学ぶことでもあります。本学の建学の精神は「行学一如」

です。これは実践と理論は一体であるという意味です。一体であるという

ことは、みなさんが大学で学んだ知識や理論は、現実の実践や経験におい

て常に検証され、修正され、より確かなものにしていかなくてはならない

ということです。学び続けることにより理論は常に検証され、修正され、

激しく変化する世の中の状況に立ち向かうための手段となります。私たち

教員 MESSAGE

卒業される皆様へ ご卒業おめでとうございます

通信教育部長・教授 三浦　 剛
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は学び続けなくてはなりません。

　「学ぶとは、いつでも何かが始まることで、終わることのない過程に一

歩踏み込むことである。」（林竹二『学ぶということ』国土社）教育者、教

育哲学者として有名な林竹二先生のことばです。このことばを卒業する皆

さんに贈りたいと思います。今日、大学を卒業し、新たなステップに向か

われる皆さんは、今日からまた終わることのない、学びの過程に進むので

す。

　コロナ禍や戦争、グローバル化の急速な進行、価値観や個人の多様性が

広がる今日、私たちは常に新しい考え方、新しい行動の仕方を探し出さな

ければならないでしょう。学び続けることが求められているのです。ひと

り一人がそれぞれを尊重し、その存在を認め合い、持てる力を出し合って

支えあう社会、共生社会の実現が、現代を生きるすべての人の課題である

ことは間違いありません。

　これからも本学での学びの核となる哲学「行学一如」と「自利利他円満」

を胸に、変化し続ける世の中に漕ぎ出し、常に検証し、修正を行いなが

ら、すべての人が尊重され、多様性を認め合う新たな社会作りに取り組ん

でください。
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